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322 和 3 3 3 0 0 0 2 0 a
綴じ部分のこよりが切れている、最初のページの〃に茶色
のカビあり、最後のページの方に紫色のカビあり
385 和 3 3 3 0 0 0 0 0 C 地に白カビ・黒カビなどあり、中性紙挟み込み
386 和 3 3 3 0 0 0 1 0 C 地に白カビ・黒カビなどあり
391 和 3 3 3 2 0 0 0 0 a
地に黒カビなどあり、カビの部分ボロボロになっている、
最初のページの方使用痕による劣化
392 和 3 3 3 0 0 0 1 0 a 地に黒カビなどあり、カビの部分ボロボロになっている
308 和 3 3 2 3 0 0 0 0 a
裏表紙より上については汚損のためボロボロとなっており
剥離の危険、全体的に茶色のカビあり







318 和 3 3 2 1 0 0 0 0 a
虫損による剥離の危険、全体に茶色のカビあり、炎紙汚損
あり
350 和 3 3 2 0 0 0 0 0 a
虫損による剥離の危険、全体に茶色のカビあり、裏炎紙剥
離の危険あり
1219 和 3 3 2 0 0 0 0 0 C 茶色のカビあり
1220 和 3 3 2 0 0 0 0 0 C 茶色のカビあり
309 和 3 3 1 0 0 0 2 0 a 綴じ部分のこよりが切れそう、虫損による剥雌の危険
310 和 3 3 1 0 0 0 2 0 a 綴じ部分のこよりが切れそう、虫損による剥離の危険
311 和 3 3 1 1 0 0 2 0 a 綴じ部分のこよりが切れそう、虫損による剥離の危険
393 和 3 3 0 0 0 0 0 0 C 虫損による表紙剥離の危険
5” 和 3 1 3 3 0 0 0 1 a
水に浸ったためか板状になっている、全体に黒カビ・シミ
あり、一部ボロボロになっている、旧ラベル剥し孤あり
677 和 3 1 3 3 0 0 0 0 a
表紙から数ページにかけて紫色のカビあり、天全体にシミ
あり、一部ボロボロになっている、全体に茶色のカビあり
1077 6 和 3 1 2 2 0 0 3 0 a 黒カビ・茶色のカビあり、汚損（シミ）あり、貼紙剥雌
1331
1









600 和 3 1 1 3 0 0 0 1 a
全体にシミあり、ポロポロになっている、旧ラベル剥し痕
あ"










和 3 1 1 1 0 0 3 0 a
茶色のカビあり、汚損（汚れ）、貼紙剥離、1051を収めた
袋虫拙・茶色のカビ・汚禍（シミ）あり
678 和 3 1 0 3 0 0 0 0 a
中にシミあり、裏表紙から数ページにかけて天にシミあ
り、ポロボロになっている




1077 3 和 3 0 1 0 0 0 3 0 a 黒カビあり、貼紙剥離
1077
5
和 3 0 1 2 0 0 3 1 a
黒カビ・茶色のカビあり、汚損（シミ）あり、貼紙剥離、
ラベル貼付による骸
1158 和 3 0 1 0 0 0 3 1 a 茶色のカビあり、継紙・貼紙剥離、ラベル貼付による骸
1163 和 3 0 1 0 3 0 3 0 a 茶色のカビあり、フケ状になっている、継紙剥離
1077 4 和 3 0 0 1 0 0 3 0 a 汚損（シミ）あり、貼紙剥離
2“9 和 3 0 0 0 0 0 3 1 a 継紙剥離、ラベル貼付による験
369 和 2 3 2 0 0 0 0 0 C
閲覧可能力、虫損による裏表紙剥離の危険、地に紫色の力
ビあり
389 和 2 3 2 0 0 0 0 0 C 最初のべ一 /の方紫色のカビ
380 和 2 3 1 1 0 0 0 0 C 最初のべ－ ﾉの方使用痕による劣化・茶色のカビあり
382 和 2 3 1 2 0 0 1 0 C
最初のページの方使用痕による劣化、全体に茶色のカビあ
り
384 和 2 3 1 0 0 0 1 0 C I1覧可能力、表紙などに紫色のカビあり
388 和 2 3 1 0 0 0 1 0 C
、???
l損による剥離の危険、最後のページの方紫色のカビあり
“7 和 2 3 1 1 0 0 0 0 C ウ6にシミあり、表紙汚損（汚れ） 全体に茶色のカビあり
1102 和 2 3 1 0 0 0 0 1 C
ラベル貼付による雛、包紙虫損・茶色のカビ・ラベル貼付
による鞍あり、包紙剥雄ヵ
366 和 2 3 0 0 0 0 0 0 C 虫 員による裏表紙剥離の危険
367 和 2 3 0 0 0 0 0 0 C 虫 目による表紙・裏表紙欠損
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国文学研究資料館紀要アーカイブズ研究編第1号（通巻第36号）
V.おわりに
アーカイプズ保存のための物理的コントロールのシステムは、史料の情報価値を、物理的原形をでき
る限り維持し、永続的に歴史的文化的資源として広く利用可能なよう、適切な保存・公開できるように
することを目的とする。そして、モノとしてのアーカイブズ自身を含む史料群の物理的秩序・原形を保
存し、永続的・耐久的な保存を保証することが、アーカイプズ学における物理的コントロール論の研究
領域である。その意味で、単なる技術論としてあるのではなく、史料学の科学的分析を裏付けるもっと
も基礎的な情報を、提供するという一研究領域として、アーカイプズ学的保存論として位置づけられる
分野と捉えられる。
これまでの事例で示したように、アーカイプズの物理的コントロールとは、史料群全体の現形を情報
源とする組織の機能・管理に関する情報を保存するため、物理的階層を基幹とした合理的方法論を示す
ことである。最終的には、マテリアルライフ（物質としての保存期間・寿命）を考究し、情報そのもの
の形はないが、情報を記録している媒体は形を持ったモノであり、そして情報を記録したモノ自体が持
っている情報を、目視のみではわからないモノ情報から、わかる情報へ変換する科学的分野でもある。
本稿では、アーカイプズの物理的階層を基幹として、その段階ごとに保存情報を資源化していく考え
方と具体例を述べてきた。最後にこの中から、課題と展望を引き出しておきたい。見てきたとおり「史
料館保存活動」以降の14年は、保存面の充実をみることができたのではなかろうか。ただ、情報化の動
きに照応させてみると、解決すべき課題はかえって増えている。
課題の第1は、アーカイプズの保存情報の活用のための電子化システム内でのリンクについてである。
物理的階層ごとに一定のシステムで保存情報を管理しているが、今後どのように全体の情報管理システ
ムへ組みかえるべきか、という点が不十分である。収蔵史料全体の情報提供のための「総覧」に史料群
の状態を取り組み、史料群目録データベースとの関連づけを行い、史料群、史料一点単位の史料群保存
状態、劣化調査、修復記録を一元的に管理できるようにリンクさせることは有効である。そのためには、
史料群、史料単位それぞれの保存状態調査データの表現の標準化と論理式によるデータの評価'9)が必要
である。
第2に、保存情報を利用に供する手段のシステム化である。現在公開されている所蔵史料のデータベ
ース化によって、史料群からさらに個々の史料まで史料情報の検索ができるようになるのみならず、史
料群の階層構造に沿って検索するシステムも確立されるであろう。史料情報の一環として、史料の保存
状態、複製化による代替化の有無、保存措置の状態修復記録、記録媒体記録、閲覧・複写・貸出など
利用の履歴に関する情報を管理していくシステムが望ましい。一般利用者へのそれら保存状態公開のた
めのQRコードによるバーコードリーダー（携帯電話付属リーダー等）の導入等についても検討が必要
である。これらのシステムをどのように構築していくか、改めて今後の課題となる。
第3は、これらのシステムを維持し、発展させる体制についての課題である。本稿の図表データは、
既に老朽化しているデータが含まれる。保存措置の進行と保存条件改善の実施状況は、日々更新されて
いない。これを具体的に維持し継続する側面に不足するところがある。
1996年、第13回ICA(国際文書館評議会）世界大会プレセミナーでのヘレン・フォード氏は、「アー
カイプズのプリザベーションにおける現代技術の利用」と題し、電子化した保存情報の活用事例を報告
した。日本のアーカイプズの保存活用と世界的水準を見据え、アーカイプズ保存のための物理的コント
ロールのための理論と技術的課題を解決し、国際的なアーカイプズ保存の新たな物理的コントロールシ
ステム構築への基盤整備を図ることが課題となってくる。史料保存の分野でも、国際的な論議への積極
的な関与が求められる。
－92－
■■■
アーカイプズ保存のための物理的コントロールに関する現状
注
1） 安藤正人（｢記録史料学と現代一アーカイプズの科学をめざして－」吉川弘文館、1998年）のいうところの
分析的整理の中心となる記録史料群の構造分析における記録階層と物理的階層は異なる。物理的階層は、
アーカイプズの現状を示すものであり、物理的コントロールの対象状態をいう。なお、史料調査段階での
物理的階層をもとにした保存管理については、青木（廣瀬）睦「初期整理段階の史料保存手当」（｢牛久市
小坂・斉藤家文書概要調査報告書｣、牛久市史編さん委員会近世史部会編、1993年）を参照されたい。
史料群に含まれている単位の内、袋入り数10点、紙嵯で一束になった状態や挟み型のフォルダーにまとめ
られた書類類などを「マトマリ」とした。
前掲注1
｢物理的コントロー ルphysicalcontrol」という用語のphysicalcontrolは、安藤氏が記録史料の保存・整理の
目的を達成するための作業について、「分析的な整理管理作業intellectualcontrol」「物的な保存管理作業
physicalcontrol」と対にして説明する際に用いている（｢記録史料の保存・整理方法について」「記録史料
を守るために」南予古文書の会、1992年)。また、青山氏は、「資料コントロー ルphysicalcontrol」として
用いている。
前掲注1、青山英幸「記録から記録史料へ－アーカイバル・コントロール論序説一」（岩田書院、2"2年）
日本においてアーカイプズに対する劣化調査を体系的な調査手法によって実施されたのは、安藤正人・増
田勝彦・坂本勇・山田哲好「劣化損傷した歴史資料の大量修復技術の基礎的研究」（｢(財）福武学術文化振
興財団平成2年度年報」1991年、『同3年度年報」1992年）が初めであるcこの研究において坂本勇氏が作
成した調査要綱を当収蔵史料用に改訂して作成したのがⅣ－1で示した「史料状態調査記入用紙」である。
1990年には「史料館保存活動」でも述べているように保存措置作業の段階に調査記録を作成し始めている。
その後、特定の史料群の中を選定して劣化調査を行った事例に、金山正子「大阪府所蔵資料の劣化状態調
査の提案一「大阪府広報」調査結果を参考として一」（｢大阪あ－かいぶず特集号」No.3,1992年)、新井浩
文「行政文書の劣化状態調査について一起案用紙の劣化を中心に一」（｢(埼玉県立）文書館紀要」第9号、
1996年)、稲葉正満「戦前期二国間条約書の劣化状態調査」（外務省外交史料館委託I淵査報告、「外交史料館
報」第13号、1999年)、稲葉正満「戦前期多数国間条約書の劣化状態調査」（外務省外交史料館委託調査報
告、「外交史料館報」第14号、2000年）がある。大湾ゆかり「琉球政府文書の保存状態調査について」（｢沖
縄県公文書館研究紀要」創刊号、1998年）は、木部徹氏による（有）資料保存器材「資料保存のためのラ
ンダム・サンプリング法」(http://www.hozon.co.jp/ranom_sampling.htm2005/01/07)を採用した調査を
実施し、その調査結果をもとに、修復レベルを段階分けし、修復処置予測時間の基準を算出した事例であ
る。収蔵史料全体の保存計画を立案するために実施された例が国立公文書館の事例である。調査は、（財）
元興寺文化財研究所に委託されて実施された［国立公文書館公文書課（調査報告作成：（財）元興寺文化
財研究所）「国立公文書館所蔵公文書等保存状況等調査について」（｢アーカイプズ」4，2000年)、（財）元
興寺文化財研究所「国立公文書館所蔵公文書等保存状況等調査一第二次調査報告書一」（｢アーカイプズ」
6，2001年)、国立公文書館業務課（マニュアル作成:(財）元興寺文化財研究所）「国立公文書館所蔵資
料保存対策マニュアルについて」「保存対策マニュアル①時代別劣化症状の特徴と保存対策」（｢アーカイプ
ズ」9，2002年)、「保存対策マニュアル②支持体別劣化症状の特徴と保存対策」（｢アーカイプズ」10,
2002年)、「保存対策マニュアル③記録素材別劣化症状の特徴と保存対策」（｢アーカイプズjll，2003年)]。
保存計画と状態調査を簡潔に整理した金山正子「資料の保存計画」（第8章第3節、「アーカイブ事典」大
阪大学出版会、2003年)、金山正子「紙を保存する一保存プログラムの策定」（｢全IKI歴史資料保存利用機関
連絡協議会会報」第60号、2002年）がある。なお、欧米の事例については、木部徹「近現代公文書資料群
への予防的な保存手当て」（｢アーカイプズ」lO，2002年)、木部徹翻訳「文書館の紙資料保存一理論と実
践一」（｢文書管理通信」No.28,1996年、AlanCalmes.RalphSchoefer,KeithR.Eberhardt,"Theoryand
PracticeofPaperPreservationfOrArchive5,Restaurator9-3,1988)が参考になる。
大友一雄・五島敏芳「文書館活動と情報資源化の構想一古文書整理からの展開一」（｢史料館研究紀要」第
30号、l"9年）
東京都都市計画局調査・報告（2002年12月19日公表）第5回地域危険度測定調査における品川区豊町1丁
目地区は、地震に対して「ABA火災に注意すべき町」という危険度の特性が示されている。また、品川区
2）
????
????
7）
8）
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は、この地区の第一次避難場所として当館を指定している。
9）2003年12月の調査データであり、東京学芸大学教育学部自然科学系文化財科学研究室二宮修治氏の研究協
力による。
10)青木睦・稲葉政満・高瀬亜津子「史料収蔵環境に対する保存箱の効果」（｢史料館研究紀要」第30号、1999年）
ll)青木睦・木川りか・山野勝次「記録史料保存のための生物被害対策と総合的害虫管理(IntegratedPest
Management,IPM)｣(｢史料館研究紀要」第34号、2003年）
12)2003年3月段階のデータであるため、現在の状況と異なる場合がある。表の取り扱いに注意され、サンプ
ルとして参照されたい。
13)この図表で、劣化損傷度が高いが、次の保存処置の評価が「C」の場合は、カビの加害によるものである。
処置について現在実施しないため、現状維持と判断している。
14)史料一点から得られるさまざまな情報を多角的に奥深く探求する場合、記録媒体（記録素材・記録定着媒
体・記録形状）調査は重要である。今回は紹介していないが、墨などの分析も実施している。また、近現
代史料に関して、前掲注6の同立公文書館の調査結果や平野正裕「近代文書整理法序説一文書の「成立様
式」と「集積文書」について」（｢横浜開港資料館紀要」第12号、1994年）を参考に、今後調査方法を確立
させていきたい。
史料に対して安全かつ適正であるかについては、保存包材・材料の「史料適正材料テスト調査」を行っ
ている。本来、史料に対して何を使用しているかの情報を残すためには、この調査データも含めるべきで
あるが、公開について検討中である。調査方法は、写真活性度試験で、元東京都写真美術館荒井宏子氏の
協力を得た。調査方法については、荒井宏子「写真印画の長期的保存に対する現用包装材料の適否に関す
る試験報告」（｢東京都写真美術館紀要」No.l,1998年）に詳しい。写真活性度試験の海外での検査状況は、
小林睦人・木部徹（資料保存器材)｢PAT(PhotographicActivityTest=写真活性度試験）とは」
(http://www.hozon.co.jp/conservation/pat・htm2005/01/07)を参照されたい。
15)増田勝彦「肉眼観察を中心とした和紙の特徴の記述」（｢和紙文化研究」1，l993年)、｜刺田直子「素材とし
ての和紙に関する基礎的研究」（｢国立歴史博物館研究報告」57,1994年)、研究代表富田正弘「古文書料紙
原本にみる材質の地域的特質・時代的変遷に関する基礎的研究」（｢平成6年度科学研究猟補助金研究報
告書｣、1995年)、稲葉政満・小宮英俊「パークス和紙コレクションの紙質調査」（｢東京芸術大学美術学部
紀要」第32号、1997年）研究代表青木睦「史料に用いられた紙資料群の科学的類別に関する研究」（｢文部
省科学研究補助金研究成果報告書｣、1999年)、その他参考文献、久米康生「和紙文化辞典」（わがみ堂、
1995）・「和紙文化誌」（毎日コミユニケーシヨンズ、1990年)、株式会社竹尾洋紙店企画室編「手漉和
紙」（株式会社竹尾洋紙店、1969年)、毎日新聞社「手漉和紙」（毎日新聞社、1975年)、東京文化財研究所
光学研究斑「光学的方法による古美術品の研究増補版」（吉川弘文館、1984年)、小宮英俊「紙の素顔一
顕微鏡で見た紙一」（｢百万塔」73,1989年)、小宮英俊「紙の鑑定について一繊維分析を主とした試験方
法一」（｢百万塔」73,1989年)、京都造形芸術大学編「文化財のための保存科学入門」（角川書店、2002年)、
山本信吉・宍倉佐敏編「高野山正智院伝来資料による中世和紙の調査研究」（特殊製紙株式会社、2004年)、
宍倉佐敏「三樋の研究」（｢和紙文化研究」3，1995年)、宍倉佐敏「楮の研究」（『和紙文化研究j5，1997
年)、「JISP8120紙の繊維組成試験方法」（ニュー ・サイエンス社、1994年)。
16)本科学研究には、当館元非常勤職員山崎圭子が研究補助にあたり、「収蔵アーカイプズ紙質調査データベー
ス」作成の作業に協力した。記して謝意を表しておきたい。
17)史料1点あたりの利用頻度は、平成9年の場合、「群馬県庁文書」551件中、2Fil以上が96%、一年でll回
も利用されている。また、2位の「三河国額田郡深溝村八田家文書」は、531件中、2m以上が99%、最高
5回の利用である。閲覧票の集計により、閲覧調査・撮影・点検などによる、頻繁な利用実態が明らかと
なった。今回の調査は、特定の年次をサンプリング的に調査した結果であるが、今後は正確に史料の利用
頻度を保存履歴として記録化し、集計を迅速に行う方法としてのPDF化等を検討していきたい。
18）平成9年の場合、暖房稼働期の12月から3月の年間利用点数は、年間の45%と集中していることがわかった。
19)木部徹翻訳「文書館の紙資料保存一理論と実践一」（｢文書管理通信」No.28,1996年、AlanCalmes,Ralph
Schoefer,KeithR.Eberhardt."TheoryandPracticeofPaperPreservationfOrArchive5.Restaurator9-
3,1988)
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